
５ 食中毒対策について

 管内の食中毒発生状況（過去３年間の状況）
管内では，平成30年9月にカンピロバクターによる食中毒が発生したが，

それ以降，食中毒の発生は確認されていない。
飲食店で発生した食中毒については，営業停止の行政処分を行っている。
(営業自粛を含め約１週間の営業停止)

令和3年3月3日現在

発生日 場所 原因施設 患者数 病因物質

H30.9.2 奄美市 飲食店 5 カンピロバクター

 監視指導
施設への立入検査は，過去の食中毒等の発生履歴や食品の危害発生頻度，

流通性の広域性，施設規模等から年間に立ち入る回数を４つの区分に分た
食品衛生監視指導計画に基づき実施している。

また，下記のとおり｢特に重点的に監視指導すべき項目」を定め実施して
いる。

①大規模食中毒防止対策
大量調理を行う施設や社会福祉施設・学校等の給食施設に対して，

「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基づき，監視指導を行っている。

②ノロウイルスによる食中毒防止対策
調理従事者等の健康管理の徹底，手洗いの励行，調理器具類の洗浄

消毒の徹底，二枚貝等の十分な加熱等について，重点的に給食施設や
飲食店営業施設の監視指導を行っている。

③生食用食肉等の安全確保対策
生食用牛肉の規格基準及び表示基準の周知，牛レバー・豚の食肉の

生食用としての販売・提供禁止の周知，食肉の十分な加熱・二次汚染
防止対策の徹底について監視指導を行っている。

生食用食鳥肉については，生食用食鳥肉を取り扱う食鳥処理場，食
肉処理業，食肉販売業及び飲食店に対して，県で定めた「生食用食鳥
肉の衛生基準(ガイドライン）」に基づき，監視指導を行っている。

 HACCPに沿った衛生管理の制度化への対応
令和３年６月にHACCPに沿った衛生管理が完全義務化されることから，

令和元年度に引き続き，令和２年度も各業種別に講習会を実施した。
また個別の窓口相談や施設監視において適宜助言指導を行っている。

開催日 会場 対象業種 受講者数
11月24日 奄美会館 菓子製造業 47
11月25日 奄美会館 そうざい製造業 17
11月25日 奄美会館 食肉・魚介類販売業 17
11月16日 きゅら島交流館（瀬戸内） 菓子製造業 14
11月16日 きゅら島交流館（瀬戸内） そうざい製造業 11
11月 5日 喜界町コミュニティーセンター 菓子製造業 19
11月13日 喜界町コミュニティーセンター そうざい製造業 11
11月18日 喜界町コミュニティーセンター 魚介類販売業 6

（飲食店営業については令和元年度に実施済み，その他の業種については個別実施）
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全国の食中毒の発生状況

① 全国では，令和元年には１,０６１件，１３,０１８人の食中毒患者が

発生しており，そのうち４人が死亡している。

原因としては，件数でノロウイルスが２０％（患者数では５３％），

カンピロバクターが２７％（患者数では１５％）を占めている。

② 食中毒は年間を通じて発生しているが，ノロウイルスの場合は冬季、細菌

性の場合は夏季に多くなる傾向がある。

食中毒の分類

感染型 サルモネラ，腸炎ビブリオ，病原性大腸菌，
細菌性 カンピロバクター，エルシニアなど

毒素型 ウェルシュ菌，腸炎ビブリオ，病原性大腸菌，
セレウス菌，黄色ブドウ球菌，ボツリヌス菌など

ウイルス性 ノロウイルス，A型肝炎，E型肝炎など

寄生虫 クリプトスポリジウム，アニサキスなど

動物性 フグ，シガテラ魚，貝類など
自然毒

植物性 毒キノコ，有毒植物など

化学性 重金属，PCB，殺鼠剤，農薬など
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令和元年食中毒発生状況(全国)
事件数 1,061 件 （前年比較－269件）
患者数 13,018 人 （前年比較－ 4,264人）
死者数 4 人 （前年比較－ 1人）
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